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当
院
の
外
来
診
療
は
、
昭
和
47
年
に

開
設
さ
れ
た
坂
田
診
療
所
を
始
ま
り
と

し
て
、
以
降
40
数
年
行
っ
て
き
て
い

る
。
総
合
診
療
を
早
く
か
ら
行
い
、
専

門
外
来
も
徐
々
に
増
や
し
、
現
在
で
は

総
合
診
療
科
と
15
の
専
門
外
来
で
構
成

さ
れ
、
１
日
平
均

460
名
前
後
の
患
者

さ
ま
が
来
院
し
て

い
る
。
救
急
外
来

は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
総
合
腎
臓
病

セ
ン
タ
ー
の
一
部

と
し
て
大
き
な
役

割
を
担
う
腎
臓
病

外
来
、
療
養
指
導

士
が
多
く
い
る
糖

尿
病
外
来
の
他
、

内
視
鏡
や
各
種
検

査
な
ど
地
域
に
根

ざ
し
た
病
院
と
し

て
、
地
域
の
方
々

の
健
康
維
持
や
安

心
で
安
全
、
良
質

な
医
療
を
受
け
て

頂
け
る
よ
う
、
医

師
・
看
護
師
・
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
が
連
携

を
取
り
チ
ー
ム
医
療
の
充
実
に
努
め
て

い
る
。

　

昨
年
よ
り
、
専
門
外
来
を
中
心
に
診

療
枠
の
拡
大
を
行
い
、
さ
ら
な
る
充
実

を
図
っ
て
い
る
。
ま
ず
昨
年
４
月
よ
り

整
形
外
科
を
月
曜
日
に
増
設
、
今
年
に

入
り
泌
尿
器
科
が
水
曜
日
午
前
と
木
曜

日
に
、
乳
腺
外
来
が
毎
月
第
４
火
曜
日

と
第
１
・
３
・
５
金
曜
日
の
午
前
、
肛

門
科
が
毎
月
第
１
・
３
・
５
金
曜
日
午

後
に
診
療
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

の
他
神
経
内
科
外
来
の
中
で
は
、
木
曜

日
の
午
後
に
「
物
忘
れ
外
来
」
を
行
う

よ
う
に
な
り
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
で
は
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法

士
、
言
語
聴
覚
士
を
増
員
し
、
外
来
の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
体
制
を
強
化
し

た
。

　

健
診
部
門
で
は
、
専
任
の
医
師
を
配

置
し
、
人
間
ド
ッ
ク
の
予
約
枠
も
拡
大

し
、
予
防
医
療
の
面
で
も
充
実
を
図
る

よ
う
に
し
た
。

　

去
る
４
月
19
日
（
日
）
イ
オ
ン
モ
ー

ル
木
更
津
で
開
催
さ
れ
た
腎
臓
病
健
康

イ
ベ
ン
ト
に
、
当
院
の
ス
タ
ッ
フ
が
参

加
し
た
。

　

多
く
の
人
に
腎
臓
病
の
事
を
知
っ
て

頂
く
た
め
に
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
君
津
木
更
津
地
域
で
腎
臓
病
診
療

を
行
っ
て
い
る
医
療
機
関
の
、
医
師
・

看
護
師
・
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
が
腎
臓
病
に

つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
や
相
談
、
無
料
で

行
う
検
査
等
を
行
っ
た
。

　

当
院
か
ら
は
、
医
師
・
看
護
師
・
薬

剤
師
・
管
理
栄
養
士
・
臨
床
工
学
技
士
・

理
学
療
法
士
が
参
加
、
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
で
佐
藤
医
師
が『
足
の
健
康
、

考
え
て
い
ま
す
か
？
腎
臓
病
と
フ
ッ
ト

ケ
ア
』、
西
山
医
師
が
『
学
校
で
は
教

え
て
く
れ
な
い
腎
臓
の
キ
モ
チ
』、
渡

邉
管
理
栄
養
士
が
『
慢
性
腎
臓
病
を
予

防
す
る
た
め
の
食
生
活
に
つ
い
て
』
の

テ
ー
マ
で
講
演
し
た
。
検
査
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
臨
床
工
学
技
士
が
「
血
管
年
齢

測
定
」「
体
成
分
測
定
」「
ス
ト
レ
ス
測

定
」
を
、
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
医
師
・

看
護
師
・
管
理
栄
養
士
・
理
学
療
法
士

が
「
健
康
・
看
護
・
栄
養
・
運
動
の
各

相
談
」「
足
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」
を
行
っ

た
。
ま
た
、
お
子
様
に
も
楽
し
ん
で
頂

け
る
よ
う
に
と
、
キ
ッ
ズ
フ
ァ
ー
マ

シ
ー
の
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
薬
剤

師
が
お
菓
子
を
用
い
た
薬
の
分
包
体
験

を
行
っ
た
。

　

会
場
に
は
多
く
の
方
が
来
場
さ
れ
、

参
加
し
た
ス
タ
ッ
フ
は
、
来
場
者
と
の

交
流
を
通
じ
て
、
健
康
意
識
の
向
上
に

努
め
た
。

　

５
月
23
日
（
土
）
新
館
大
会
議
室
に

お
い
て
、
第
111
回
糖
尿
病
教
室
が
開
催

さ
れ
た
。

　

今
回
は
『
糖
尿
病
と
血
圧
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
』
の
テ
ー
マ
で
、
医
師
を
は
じ

め
糖
尿
病
療
養
指
導
士
の
資
格
を
も
つ

看
護
師
・
薬
剤
師
・
管
理
栄
養
士
・
理

学
療
法
士
が
講
義
を
行
っ
た
。

　

は
じ
め
に
町
田
看
護
師
が
「
血
圧
の

測
り
方
」
に
つ
い
て
話
し
、
続
い
て
草

野
薬
剤
師
が
「
知
っ
て
お
き
た
い
血
圧

の
薬
」、
高
橋
管
理
栄
養
士
が
「
高
血

圧
を
防
ぐ
食
事
」、
森
理
学
療
法
士
が

「
運
動
で
血
圧
＆
血
糖
を
下
げ
ま
し
ょ

う
」
に
つ
い
て
各
々
話
し
、
森
理
学
療

法
士
の
講
義
で
は
、
自
宅
で
も
で
き
る

軽
い
運
動
を
参
加
者
全
員
で
行
っ
た
。

最
後
に
荻
野
副
院
長
が
「
外
国
の
血
圧

目
標
は
甘
く
な
っ
て
い
る
の
に
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
講
義
を
行
っ
た
。

　

参
加
者
全
員
熱
心
に
聴
き
入
り
、
活

発
な
質
疑
応
答
を
交
わ
し
て
い
た
。

　

５
月
16
日（
土
）イ
オ
ン
モ
ー

ル
富
津
に
お
い
て
、
ま
ち
の
保

健
室
が
開
催
さ
れ
、
当
院
か
ら

２
名
の
看
護
師
が
参
加
し
た
。

　

看
護
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
千
葉
県
看
護
協
会
君
津
地

区
部
会
が
毎
年
開
催
し
て
い
る

も
の
で
、
君
津
・
木
更
津
・
富

津
・
袖
ケ
浦
地
域
の
医
療
機
関
の
看

護
師
が
参
加
し
て
い
る
。

　

会
場
に
は
多
く
の
方
が
来
場
し
、

参
加
し
た
看
護
師
は
、
身
長
・
体
重
・

Ｂ
Ｍ
Ｉ
・
肺
年
齢
や
骨
密
度
等
の
測

定
、
結
果
を
見
な
が
ら
そ
の
人
に
合

わ
せ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、
栄
養

相
談
や
健
康
相
談
を
行
っ
た
。

　

玄
々
堂
君
津
病
院
は
昭
和

49
年
の
開
設
か
ら
創
立
40
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

当
院
は
、昭
和
47
年
玄
々
堂

坂
田
診
療
所
を
開
院
し
、そ
の

後
昭
和
49
年
4
月
玄
々
堂
君

津
病
院
を
開
設
致
し
ま
し
た
。

開
設
以
来「
地
域
の
皆
様
へ
良

質
で
安
心
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
」と
い
う
理
念
の
も
と
、地

域
医
療
の
発
展
に
努
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆

様
に
質
の
高
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
が
出
来
る
よ
う
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

医
療
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
は

大
き
く
変
化
し
て
お
り
、時
代
と

と
も
に
患
者
さ
ま
の
医
療
に
対
す

る
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
き
て
い

ま
す
。ま
た
、地
方
に
お
い
て
は
医

師
、看
護
師
不
足
が
深
刻
化
し
て

お
り
、地
域
医
療
を
行
う
中
小
病

院
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

病
院
は
医
師
を
は
じ
め
看
護
師
、

コ
メ
デ
ィ
カ
ル
な
ど
多
職
種
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
お
り
、そ
の
中
の

事
務
部
門
は「
各
部
門
と
連
携
し
、

迅
速
か
つ
適
切
な
情
報
提
供
と
対

応
を
行
い
、共
通
理
解
を
図
る
」と

い
う
大
変
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。こ
こ
で
、当
院
の
事
務
部

門
に
つ
い
て
紹
介
致
し
ま
す
。

　

医
事
課
は「
病
院
の
顔
」と
も
い

う
べ
き
所
で
、受
付・会
計・入
院
の

手
続
き
等
の
窓
口
対
応
、診
療
報

酬
請
求
な
ど
医
療
事
務
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
と
し
て
、患
者
さ
ま
に
満

足
し
て
い
た
だ
け
る
事
を
心
掛
け

て
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

総
務
課
及
び
経
理
課
は
、各
種

届
出
や
補
助
金
申
請
、設
備
管
理

や
、災
害
対
策
な
ど
の
危
機
管
理

と
い
っ
た
病
院
運
営
を
円
滑
に
進

め
る
た
め
の
業
務
か
ら
、人
事・労

務
管
理
、福
利
厚
生
と
い
っ
た
安

心
か
つ
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
環

境
の
構
築
、透
析
患
者
さ
ま
の
送

迎
バ
ス
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
業
務

ま
で
、幅
広
い
業
務
を
行
う
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。昨
年
11
月
に
は

経
営
企
画
室
を
新
た
に
設
置
、情

報
収
集
、広
報
戦
略
、企
画
立
案
な

ど
を
行
い
、経
営
指
標
の
集
計・分

析
に
基
づ
い
た
経
営
計
画
、経
営

判
断
を
行
う
た
め
の
参
考
デ
ー
タ

を
提
示・企
画
し
病
院
経
営
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

　

保
育
所
は
、病
院
で
働
く
有
資

格
者
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、早

朝
か
ら
夜
間
ま
で
保
育
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

急
な
残
業
や
研
修
へ
の
参

加
な
ど
に
も
対
応
し
て
お
り
、

お
母
さ
ん
方
が
安
心
し
て
仕

事
が
出
来
る
よ
う
に
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
私
達
事
務
部

門
は
、診
療
部・看
護
部・診
療

技
術
部
の
各
部
門
と
連
携
し
、

チ
ー
ム
医
療
の
一
員
と
し
て
医

療
・
患
者
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
っ

て
い
ま
す
。高
い
専
門
知
識
の

習
得
と
自
己
研
鑽
に
務
め
、各

部
門
が
有
機
的
に
機
能
で
き

る
よ
う
に
調
整
し
、経
営
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
司
る
部
門
と
し

て
、地
域
の
皆
さ
ま
に
信
頼
さ

れ
る
病
院
づ
く
り
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

外
来
診
療
部
門
の
充
実

外
来
診
療
部
門
の
充
実

健
康
教
室

日
時　

平
成
27
年
10
月
３
日
（
土
）

　
　
　

14
時
～

場
所　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室

テ
ー
マ　
『
寝
た
き
り
予
防
に
つい
て
』

内
容

１
．
な
ぜ
寝
た
き
り
に
な
る
の
か

　

医
学
的
な
要
因
と
生
活
習
慣
か
ら

考
え
ま
す
。
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
チ
ェ
ッ
ク
で
、
現
在
の
身

体
能
力
を
確
認
し
ま
す
。

２
．
寝
た
き
り
予
防
の
運
動

　

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
が
自
宅
で
も

行
え
る
筋
ト
レ
や
運
動
の
仕
方
を
お

教
え
し
ま
す
。

申
込
み　

定
員
20
名

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
に
て
承

り
ま
す
。

第
12
回
リ
ハ
ビ
リ
教
室

開
催
の
お
知
ら
せ

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　

こ
の
よ
う
に
、
予
防
医
療
か
ら
在
宅

医
療
ま
で
幅
広
い
医
療
を
展
開
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
（
関
連
記
事
２
面
）

腎
臓
病
健
康

イ
ベ
ン
ト
に
参
加

看
護
の
日
（
ま
ち
の
保
健
室
）

糖
尿
病
教
室
開
催

創
立
40
周
年
を
迎
え
た

病
院
で
の
事
務
部
門
の
役
割

事務長　宮本弘幸



　　　　　
平成27年7月15日（　）２

整
形
外
科

※
月
曜
日
に
診
察
日
を
増
設

　

頭
部
以
外
の
身
体
の
骨
や
筋
肉・

腱
に
関
す
る
疾
患
の
診
療
を
行
い

ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、骨
折　

捻

挫　

脱
臼
や
関
節
の
痛
み
、

腰
痛
を
は
じ
め
様
々
な
筋

肉
痛
、四
肢
の
運
動
障
害
な

ど
を
診
察
し
ま
す
。必
要
に

応
じ
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン

科
と
連
携
し
、早
期
の
社
会

復
帰
の
サ
ポ
ー
ト
も
い
た
し

ま
す
。泌

尿
器
科

※
水
曜
日
午
前
、木
曜
日
に

診
察
日
を
増
設

　

腎
臓（
慢
性
腎
臓
病
を

除
く
）・
尿
管
・
膀
胱
・

前
立
腺
・
尿
道
精
巣
な
ど

の
尿
路
・
男
性
性
器
の
疾

患
の
診
療
を
行
い
ま
す
。

　

お
し
っ
こ
に
関
す
る
事

（
血
尿
・
頻
尿
・
尿
失

禁
な
ど
）は
ご
相
談
下
さ

い
。
新
た
に
男
性
機
能
障

害
に
つ
い
て
の
診
察（
Ｅ

Ｄ
外
来
）も
始
め
ま
し
た

（
健
康
保
険
が
使
え
な
い

場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
）。

乳
腺
科

※
第
４
火
曜
日　

第
１・３・

５
金
曜
日（
午
前
）に
診

察
日
を
増
設

　

乳
腺
腫
瘍
・
乳
が
ん
と

い
っ
た
乳
腺
疾
患
に
関
す
る
診

療
を
行
い
ま
す
。

　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
等
検
査

設
備
も
整
備
し
て
お
り
、市
が
実

施
す
る
乳
が
ん
検
診
精
密
検
査

も
可
能
で
す
。

肛
門
科

※
第
１・３・５
金
曜
日（
午
後
）に

新
設

　

消
化
管
の
最
終
部
位
で
あ
る
肛

門
部
疾
患
の
診
療
を
行
い
ま
す
。

な
か
で
も
痔
疾
患
に
対
し
て
は
、ジ

オ
ン
注
射
を
用
い
て
患
部
を
硬
化・

縮
小
さ
せ
る
治
療
が
出
来
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

関
連
施
設

玄
々
堂
木
更
津
ク
リ
ニ
ッ
ク

診
療
科

　

内
科
・
外
科
・
泌
尿
器
科
・
人
工

透
析
内
科

休
診
日

　

土
曜
日
午
後・日・祝
日

所
在
地

　

木
更
津
市
高
柳
４
７
３
７

　

０
４
３
８
‐
４
１
‐
８
６
１
１

　
こ
の
度
予
約
枠
変
更
と
な
っ
た
診
療
科
を
ご
紹
介
し
ま
す

外
来
診
療
のご

案
内

月 火 水 木 金 土
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

総合診療 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
消化器内科・外科 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

肛門科 ●
（1.3.5週）

糖尿病・内分泌 ● ● ●
（17:00～） ● ● ● ● ●

泌尿器科 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
整形外科 ● ● ● ● ● ● ●

循環器科 ●
（3週） ● ● ● ●

肝炎・肝癌 ● ● ●
腎不全・透析・移植 ● ● ● ●
腎臓内科 ● ● ● ● ● ●

乳腺科 ● ●
（4週）

●
（4週）

●
（1.3.5週）

呼吸器科 ●
（2・4週） ● ●

血管外科 ● ●
血液内科 ●

物療内科 ● ● ●
（1・3週）

●
（1・3週）

神経内科 ●
（1・3週）

●
（1・3週） ●（物忘れ外来） ●

内視鏡検査
胃 ● ● ● ● ● ●

大腸 ● ●
（3週） ● ●

月 火 水 木 金 土

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

内科・外科 ● ● ● ● ● ●

糖尿病
内分泌 ●

泌尿器科 ● ● ● ●

　

当
院
で
は
病
気
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
な
ら
び
に
地
域
の
皆

様
の
健
康
促
進
を
目
的
に
、人
間

ド
ッ
ク
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
基
本
検
査

　

身
体
計
測　

眼
科
検
査（
視

力
・
眼
底
検
査
）　

聴
力　

呼
吸

器
検
査　

循
環
器
検
査　

消
化

器
検
査（
胃
内
視
鏡
・
腹
部
超
音

波
）　

血
液
検
査（
貧
血　

肝
機

能　

脂
質　

腎
機
能　

糖
尿
病
）

腫
瘍
マ
ー
カ
ー（
男
性
：
前
立
腺

が
ん　

女
性
：
卵
巣
が
ん
）　

便
潜
血
反
応（
１
日
ド
ッ
ク
の
み
）

●
コ
ー
ス

①
１
日
ド
ッ
ク

　

基
本
検
査
項
目
を
日
帰
り
で

行
い
ま
す
。

②
２
日
ド
ッ
ク

　

１
日
ド
ッ
ク
に
胸
部
Ｃ
Ｔ 

大

腸
内
視
鏡　

腫
瘍
マ
ー
カ
ー（
大

腸
が
ん　

膵
臓
が
ん　

肝
臓
が

ん
）を
追
加
し
て
行
い
ま
す

（
宿
泊
を
ご
希
望
の
場
合
は
、近
隣

ホ
テ
ル
を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
）

　

そ
の
他
、頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
・
Ｍ
Ｒ

Ａ　

胸
部
Ｃ
Ｔ　

乳
房
検
査
等

オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
も
ご
ざ
い
ま

す
。ご
希
望
の
方
は
ド
ッ
ク
担
当

に
ご
相
談
下
さ
い
。

③
脳
ド
ッ
ク

　

頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
・
Ｍ
Ｒ
Ａ

●
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　

ド
ッ
ク
の
ご
予
約
・
お
問
い

合
わ
せ
は
病
院
受
付
窓
口
に
お

申
し
出
く
だ
さ
る
か
、人
間
ド
ッ

ク
担
当
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

０
４
３
９
‐
５
２
‐
２
３
６
６

人
間
ド
ッ
ク
の
ご
案
内

　

皆
さ
ん
は
、１
日
に
ど
の
く
ら

い
食
塩
を
摂
っ
て
い
る
か
ご
存

知
で
す
か
？

　

１
日
の
食
塩
摂
取
目
標
量
は
、

男
性
が
８
ｇ
未
満
、女
性
は
７
ｇ

未
満
と
な
っ
て
い
ま
す
。し
か

し
、現
状
で
は
男
性
は
11.4
ｇ
、女

性
は
9.4
ｇ
と
目
標
量
を
大
き
く

上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
摂
っ
て
い
る
毎
日

の
食
事
の
中
で
、塩
分
過
多
に
な

り
や
す
い
料
理
の
一
つ
に
汁
物

が
あ
り
ま
す
。そ
の
中
で
も
、み

そ
汁
は
永
年
慣
れ
親
し
ん
で
い

る
た
め
、塩
分
が
濃
い
の
か
薄
い

の
か
あ
ま
り
意
識
し
て
い
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
こ

で「
ポ
ケ
ッ
ト
塩
分
濃
度
計
」を

使
っ
て
普
段
飲
ん
で
い
る
み
そ

汁
の
塩
分
濃
度
を
測
定
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

　

興
味
の
あ
る
方
、減
塩
に
取
り

組
み
た
い
と
い
う
方
は
、管
理
栄

養
士
に
ご
相
談
下
さ
い
。ご
自
宅

で
作
っ
た
み
そ
汁
の
塩
分
濃
度

を
測
定
し
、ア
ド
バ
イ
ス
い
た
し

ま
す
。

各お問い合わせ番号

『
み
そ
汁
の

塩
分
濃
度
を
測
定
し
ま
す
』

栄
養
士
さ
ん
か
ら
の
ワ
ン 

ポ
イ
ン
ト

・病院代表番号 ☎0439-52-2366

・外来診療予約	 ☎0439-52-7068
 受付時間：午前9時～午後4時

※時間帯により大変繋がりにくい場合がございます。その際は代表番
号へおかけ下さい。

・総合腎臓病センター ☎0439-52-2750
 受付時間：午前9時～午後4時

・地域連携室（医療機関からの患者さまのご紹介）
　 ☎ 0439-52-2457
 受付時間：午前8時30分～午後5時

看護師長　森 栄子
糖尿病とフットケアフットケアナース

に聞きました

　糖尿病の３大合併症といわれている「糖尿病性網膜
症」「糖尿病性腎症」「糖尿病性神経障害」は多くの方が
耳にされたことがあるのではないでしょうか。中でも神
経障害は、糖尿病合併症の中で一番早く症状が出てきま
す。特に足は心臓から一番遠く、自分では見えにくい為、異常を発見し
にくい所です。また、足の裏の神経が鈍くなると、靴ずれやケガなどに
気付かず、そのうち足が黒く変色し、悪臭（壊疽）がして初めて大変な
事態に気付き、病院に来られる方が少なくありません。
　日常生活では、家の中でも裸足で歩かず、出来たら自分専用の内履
きを履きましょう。神経障害があると、画びょうや縫い針などが足の裏
に刺さっても気付かないことがあります。足の裏に硬い胼胝（べんちと
読む＝たこのこと）が出来ていると、小石を踏みつけながら歩いている
のと同じです。胼胝や足の傷を発見した場合は、自分で処理せずにか
かりつけ医に診てもらい必要な処置を受けてください。爪の切り方や、
白癬（水虫）対策も重要なポイントです。

足の観察（ご家族の方もお願いします）
★毎日、足を観察しましょう。
　（手鏡も便利ですよ）

《足観察のポイント》
足全体（はれ・むくみ・かき傷・左右の足の暖かさ）
皮膚の状態（かさつき・踵のひびわれ）
爪の形・色（巻爪・爪の肥厚）
胼胝（たこ）・鶏眼（ウオノメ）の有無

※靴を履く前に、靴の中の異物（小石など）を取り除き
ましょう。

※靴下は、柄のない白い物を履き、脱いだ時に必ず靴
下を裏返して観察しましょう。（血液や悪臭のある
汚れが付いていないか）
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腹
膜
透
析
っ
て

ご
存
知
で
す
か
？

　

腎
臓
の
働
き
が
悪
く
な
っ
て

命
に
係
わ
る
状
態
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
き
、腎
臓
の
働
き
を

肩
代
わ
り
す
る
た
め
の
治
療
を

「
腎じ

ん

代だ
い

替た
い

療り
ょ
う

法ほ
う

」と
い
い
、「
腎

臓
移
植
」、「
血
液
透
析
」、「
腹

膜
透
析
」の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。

「
透
析
」と
い
う
と
皆
さ
ん
が

想
像
す
る
の
は「
血
液
透
析
」

で
、「
腹
膜
透
析
」に
つい
て
は
ご

存
じ
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

日
本
に
は
約
31
万
人
の
透

析
患
者
さ
ま
が
い
ま
す
が
、そ

の
う
ち
約
30
万
人
が
血
液
透

析
を
受
け
て
お
り
、残
り
の
約

１
万
人
の
方
が
腹
膜
透
析
を

受
け
て
い
ま
す（
図
１
）。腹
膜

透
析
の
患
者
さ
ま
の
割
合
は
現

状
で
は
と
て
も
少
な
く
、皆
さ

ん
の
耳
に
入
る
機
会
も
あ
ま
り

な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、簡
単
に

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

腹
膜
透
析
っ
て

ど
ん
な
治
療
？

　

腎
臓
が
本
来
は
尿
と
し
て
体

の
外
に
排
出
し
て
い
る
不
要
な

モ
ノ
を
、透
析
と
い
う
方
法
で
代

わ
り
に
外
に
出
す
の
で
す
が
、そ

の
時
に
血
液
を
体
の
外
に
汲
み

上
げ
て
機
械
の
働
き
で
行
う
の

が
血
液
透
析
、自
分
の
お
腹
の

中
を
循
環
し
て
い
る
血
液
を
利

用
し
て
行
う
の
が
腹
膜
透
析
で

す
。血
液
か
ら
要
ら
な
い
モ
ノ
を

除
去
す
る
た
め
に
透
析
液
と
い

う
も
の
を
使
い
ま
す
が
、腹
膜

透
析
で
は
こ
の
液
を
自
分
の
お

腹
の
中
に
入
れ
ま
す
。

　

透
析
液
を
お
腹
の
中
に
入
れ

て
お
く
と
、血
液
か
ら
透
析
液

の
方
へ
体
に
と
って
要
ら
な
い
モ

ノ
が
染
み
出
て
き
ま
す
。そ
し

て
こ
の
液
を
３
～
４
時
間
ご
と

に
、１
日
４
回
位
交
換
す
る
と

十
分
な
透
析
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。１
回
の
液
の
交
換

に
か
か
る
時
間
は
30
分
く
ら
い

で
、液
が
お
腹
に
入
っ
て
い
る
間

は
自
由
に
ご
自
分
の
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

腹
膜
透
析
の

良
い
と
こ
ろ
・
　

良
く
な
い
と
こ
ろ

　

腹
膜
透
析
は
大
が
か
り
な

機
械
が
必
要
な
い
た
め
、毎
日

自
宅
で
行
う
こ
と
が
で
き
、通

院
は
月
に
１
～
２
回
で
済
み
ま

す
。腎
臓
は
365
日
24
時
間
休
ま

ず
働
い
て
い
る
の
で
、毎
日
透
析

を
行
っ
た
方
が
よ
り
腎
臓
の
働

き
に
近
く
、体
へ
の
負
担
は
少

な
い
で
す
。血
液
透
析
は
週
に

３
回
通
院
す
る
必
要
が
あ
り
、

本
来
毎
日
腎
臓
が
行
う
こ
と

を
、短
く
て
も
２
日
に
１
度
し

か
で
き
ま
せ
ん
。

　

医
療
者
と
し
て
は
腹
膜
透

析
は
良
い
治
療
だ
と
思
い
ま
す

が
、患
者
さ
ま
に
と
っ
て
は「
自

分
で
行
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」

こ
と
が
負
担
だ
と
感
じ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。別
に
表
を
付
け

て
お
き
ま
す
の
で
、そ
れ
ぞ
れ

の
透
析
の
特
徴
を
ご
確
認
く
だ

さ
い（
図
２
）

　

ま
た
、腹
膜
透
析
を
一
定
期

間
続
け
て
い
る
と
、徐
々
に
効

率
が
下
が
り
十
分
な
効
果
が

得
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
や
、合

併
症
で
続
け
ら
れ
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。そ
の
時
は
血

液
透
析
に
切
り
替
え
て
体
を
支

え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ど
う
し
て
血
液
透
析

の
患
者
さ
ま
の
方
が

圧
倒
的
に
多
い
の
か

　

体
へ
の
負
担
が
少
な
い
腹

膜
透
析
よ
り
も
、血
液
透
析
の

患
者
さ
ま
の
方
が
多
い
こ
と
に

疑
問
を
持
た
れ
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

　

腹
膜
透
析
の
患
者
さ
ま
が

少
な
い
理
由
と
し
て
、次
の
３
つ

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

１
．腹
膜
透
析
を
行
っ
て
い
る

病
院
自
体
が
少
な
い

2
．治
療
を
受
け
て
い
る
患
者

さ
ま
が
少
な
い
か
ら
な
ん

と
な
く
心
配

３
．自
分
で
手
技
を
行
え
る
自

信
が
な
い

１
は
社
会
的
な
事
情
で
ど
う
す

る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
が
、２
、

３
は「
腹
膜
透
析
を
し
た
く
な

い
」の
で
は
な
く
て「
血
液
透

析
で
良
い
」と
い
う
消
極
的
な

理
由
で
す
。透
析
は
生
涯
に
わ

た
って
付
き
合
って
い
く
治
療
で

す
の
で
、ど
ち
ら
の
治
療
法
が

自
分
の
生
活
に
あ
っ
て
い
る
か

と
いっ
た
、積
極
的
な
理
由
で
決

め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、腹
膜
透
析
と
血
液
透

析
は
ど
ち
ら
か
一
つ
し
か
選
べ

な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

腎
臓
の
働
き
が
ま
だ
残
っ
て

い
る
う
ち
に
、少
し
で
も
長
持

ち
さ
せ
る
た
め
に
早
め
に
腹
膜

透
析
を
行
い
、必
要
に
な
っ
た

ら
血
液
透
析
に
す
る
方
も
い
ま

す
し
、血
液
透
析
を
長
く
続
け

て
い
た
け
れ
ど
も
、通
院
が
大

変
に
な
っ
て
自
宅
で
で
き
る

腹
膜
透
析
に
切
り
替
え
る
方

も
い
ま
す
。

玄
々
堂
君
津
病
院

で
の
取
り
組
み

　

こ
れ
ま
で
玄
々
堂
君
津
病

院
で
は
、血
液
透
析
以
外
の
腎

代
替
療
法
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。２
０
１
１
年
に

腎
移
植
、２
０
１
３
年
に
腹
膜

透
析
を
始
め
、腎
代
替
療
法
を

充
実
さ
せ
、今
で
は
患
者
さ
ま

の
生
活
に
合
わ
せ
て
す
べ
て

の
治
療
法
が
選
択
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。医
師
、看

護
師
で
専
門
チ
ー
ム
を
組
み
、

患
者
さ
ま
の
急
な
ト
ラ
ブ
ル

や
日
常
の
ち
ょ
っ
と
し
た
疑

問
に
対
応
で
き
る
よ
う
日
々

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
中
で
す
。

　

当
院
で
の
腹
膜
透
析
患
者

さ
ま
は
、現
在
７
名
と
ま
だ
ま

だ
少
な
い
で
す
が
、年
々
確
実

に
増
え
て
お
り
ま
す
。導
入
し

　

６
月
27
日
（
土
）
外
来
待

合
室
に
お
い
て
、
ト
リ
ア
ー

ジ
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ト
リ
ア
ー
ジ
と
は
、
災

害
・
事
故
現
場
な
ど
で
一

度
に
大
勢
の
負
傷
者
が
発
生

し
た
際
に
、
重
症
度
に
よ
っ

て
治
療
の
順
番
を
決
め
る
こ

と
で
、
治
療
の
優
先
順
位
は

ト
リ
ア
ー
ジ
タ
ッ
グ
な
ど
を

用
い
て
明
確
に
し
て
い
き
ま

す
。

　

今
回
の
訓
練
は
、
当
院
の

災
害
対
策
委
員
会
が
企
画
し

た
も
の
で
、
市
内
の
工
場
で

爆
発
事
故
が
発
生
、
多
数
の

負
傷
者
の
受
入
要
請
が
あ
っ

た
こ
と
を
想
定
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

訓
練
に
は
災
害
対
策
委
員

の
他
、
外
来
ス
タ
ッ
フ
、
各

検
査
ス
タ
ッ
フ
、
事
務
等
多

職
種
が
参
加
、
本
番
さ
な

が
ら
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

腎センター　  り
腎臓内科医長　西山 成二

便

腹膜透析

のおはなし

（図2）	2つの透析の比較

２つの
透析療法

腹膜透析（PD) 血液透析（HD）

腹腔内に溜めた透析液を出し入れするこ
とで血液を浄化

血液を体外に取り出
し機 械で血液を浄
化

APD
（エーピーディー）

CAPD
（シーエーピーディー）

治療場所 自宅など 自宅や職場など 透析医療機関

治療する人 本人や家族 本人や家族 医療スタッフ

通院回数 月1～2回 月1～2回 週３回程度

治療に
かかる時間

1回8～10時間
（就寝中） 1回約30分1日数回 1回4時間程度

導入前の
準備

カテーテルを
埋め込む手術

カテーテルを
埋め込む手術 シャントを作る手術

尿量（残存
腎機能）

比較的長く
維持される

比較的長く
維持される

導入後短時間で
減少する

食事制限 塩分・水分・リン 塩分・水分・リン 塩分・水分・カリウム
リン・たんぱく質

日常生活 時間的拘束が
少ない

時間的拘束が
少ない 時間的拘束が多い

旅行・出張 薬剤等があれば
可能

薬剤等があれば
可能

事前に旅行先の透
析施設の予約を取
る

入浴
お腹のカテーテルを
カバーするなど、多
少の注意が必要

お腹のカテーテルを
カバーするなど、多
少の注意が必要

透析日は避ける

注意
すること

カテーテルの周囲や
腹腔内の感染

カテーテルの周囲や
腹腔内の感染 シャント部の感染

昼間血液透析
夜間血液透析
在宅血液透析
腹膜透析

慢性透析治療の形態

83.7％
（263,109人）

13.2％
（41,365人）

0.1％（461人）

2.9％（9,245人）

ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た

 第 １ 部

１．血管内皮機能検査ＦＭＤおよび血圧脈波ＣＡＶＩ、
ＡＢＩと他の検査値との関連

臨床検査科　上野　芳人

２．ＳＧＬＴ2阻害剤の効果と体重減少の考察
栄養科　渡邉　真紀

３．当院におけるPACSの表示項目の活用と運用について
放射線科　石和田　直人

第 ２ 部

１．院内における地域連携室クラーク業務の認知度と
需要

看護部　二本柳　亜矢

２．Vascular Access（VA）穿刺におけるエコーの有用性
　～使用経験とストレス評価からの検討～

臨床工学科　小原　明士

３．虫垂間膜原発粘液嚢腫の１例
医局　久保田　将

病院研究発表会
　６月19日（金）新館大会議室において、第17回病院
研究発表会が開催されました。

た
患
者
さ
ま
か
ら
は
、腹
膜
透

析
を
す
る
こ
と
の
苦
労
も
伺
い

ま
す
が
、そ
れ
以
上
に
よ
か
っ

た
お
話
を
伺
う
こ
と
が
多
い
で

す
。一
番
多
い
の
は
、病
院
に
拘

束
さ
れ
る
時
間
が
少
な
い
の
で
、

透
析
を
行
う
よ
う
に
な
って
も
、

仕
事
や
自
分
の
た
め
の
時
間
が

多
く
取
れ
て
よ
か
っ
た
と
い
う

声
で
す
。

　

腎
臓
を
患
っ
て
し
ま
い
、腎

代
替
療
法
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
っ
た
時
に
、腹
膜

透
析
と
い
う
選
択
肢
が
あ
る
こ

と
を
ご
記
憶
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

（図1）
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４月１日入社式が行われ、
今年度も多くの職員が
入職しました。平成27年度新入職員平成27年度新入職員

田鶴　真世（看護師）
原田　秋子（看護師）
諏訪　葵（看護師）
中村　有可里（看護師）
湯川　逸美（看護師）
野村　絵美菜（看護師）
鍬田　拓弥（看護師）
藤枝　佑命呼（看護師）

大草　直子（看護師）
相葉　耕作（臨床工学技士）
新井　乾太（臨床工学技士）
松本　修平（臨床工学技士）
橳島　宏樹（理学療法士）
曾我　允春（理学療法士）
鶴岡　加菜（理学療法士）
鈴木　久美子（作業療法士）

香川　哲（言語聴覚士）
宮野　美雪（管理栄養士）
増戸　あおば（栄養士）
平野　奈美（クラーク）
平野　愛咲美（クラーク）
小倉　美香（クラーク）
宮野　愛美（ナースエイド）
金丸　怜奈（ナースエイド）

甲斐　愛弥（ナースエイド）
山口　文（ナースエイド）
平野　恵子（ナースエイド）
加藤　亜矢（調理員）
木内　剛志（事務員）
髙田　知世（事務員）
今田　ひろみ（保育士）
石川　寛子（保育所調理員）

平成27年度
新入職員

西 隆一（看護師）
西 ユリエ（看護師）
織本 貴子（看護師）
中村 悦代（栄養士）

藤野 由美子（看護師）
佐野 智美（看護師）
長田 好恵（看護師）
山口 明美（看護師）
町田 洋子（看護師）
庄司 君代（看護師）
吉永 文（准看護師）
高山 美和（准看護師）
渥美 宏（薬剤師）

立石 典子
（臨床検査技師）

長谷川 恵美（栄養士）
平野 友美（調理師）
永沼 由美子（ナースエイド）
角田 由美子（ナースエイド）
塩塚 恵子（事務員）
藤城 登喜乃（事務員）
堀井 せん（用務員）

　梅雨の晴れ間となった6
月20日（土）七夕の笹の飾
り付けを行いました。
　この日集まった22名のボ
ランティアは、この日のた
めにボランティアで作った
七夕飾りを持って院内を回
り、外来待合室をはじめ各
病棟など、合計8本の笹に飾り付けをしました。
　週が明けてみると、笹には患者さまの願い…家族の願い…病院スタッフの願い
などが書かれたたくさんの短冊が結ばれて
いました。
　皆さんの願いが叶いますように☆

　平成27年度の特定健診・後期
高齢者健診は予約制となってお
ります。
　事前に予約を取ってから来院
をお願いします。

予約受付番号
０４３９-５２-２３６６

受付時間
９：００～１６：００

　結果をお伝えする日も予約制と
なります。
　検査を受けた際に、結果を聞き
に来ていただく日に
ちを健診担当者か
らご案内いたしま
すのでご都合の良
い日にちをお知らせ
ください。

肺炎球菌ワクチンについて特定健診について

永年勤続20年表彰永年勤続20年表彰永年勤続10年表彰永年勤続10年表彰

平成27年度の肺炎球菌ワクチン接種が始まりました。
当院は予約制で行っております。
〈高齢者定期接種〉
●対象者
　今年度次の年齢になる方で、今までに肺炎球菌ワクチンを接種したことがない方

 65歳：昭和25年４月２日～昭和26年４月１日生の方
 70歳：昭和20年４月２日～昭和21年４月１日生の方
 75歳：昭和15年４月２日～昭和16年４月１日生の方
 80歳：昭和10年４月２日～昭和11年４月１日生の方
 85歳：昭和５年４月２日～昭和６年４月１日生の方
 90歳：大正14年４月２日～大正15年４月１日生の方
 95歳：大正９年４月２日～大正10年４月１日生の方
100歳：大正４年４月２日～大正５年４月１日生の方

※60歳以上65歳未満で、心臓・腎臓もしくは呼吸器の機能又はヒト免疫不全ウイルスによる免
疫の機能に障害を有する方も対象

●接種期間　平成27年4月1日～平成28年3月31日
●自己負担金　君津市・木更津市・富津市に住所を有する方 …5,400円

　　　　　　袖ケ浦市に住所を有する方 ……………………2,500円
※生活保護世帯の方、被災者の方は、自己負担免除となる場合がありますので住所を有

する市町村にお問い合わせ下さい。
〈任意接種〉
●自己負担金 …………………… 8,000円

予約センター　0439-52-7068

平成27年度　永年勤続者表彰
5月17日マザー牧場にて行われた、新入職員歓迎ハイキングで、

永年勤続表彰式を行いました。

▼
年
々
体
力
低
下
が
気
に
な
る
。
適

度
な
運
動
を
心
が
け
よ
う
！ （

て
つ
）

▼
現
在
節
約
中
…　

頑
張
り
ま
す
。

（
バ
ス
ケ
好
き
）

▼
で
っ
か
～
い
向
日
葵
畑
に
行
き
た

い
！
た
く
さ
ん
元
気
も
ら
え
そ
う

～
出
来
れ
ば
若
さ
も
…（

わ
ぁ
い
）

▼
暑
さ
に
弱
い
人・・夏
バ
テ
注
意
！

（
夏
バ
テ
知
ら
ず
）

▼
趣
味
は
料
理
と
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
で

す
！　

と
一
度
は
言
っ
て
み
た
い

も
の
で
す
。 

（
Ｌ
Ｄ
Ｈ
）

▼
今
年
も
ゴ
ー
ヤ
を
植
え
ま
し
た
。

ち
ゃ
ん
と
カ
ー
テ
ン
に
な
っ
て
く

れ
る
と
い
い
な
… 

（
ぜ
っ
と
ん
）

▼
初
夏
の
あ
ぜ
道
、
蛍
の
光
に
誘
わ

れ
て
… 

（
青
林
檎
）

▼
最
近
は
エ
レ
キ
べ
ー
ス
で
遊
ん
で

い
ま
す
。 

（
し
ん
く
ん
）

▼
今
年
は
夏
を
満
喫
す
る
ぞ
っ
♪（Ω

）

▼
は
じ
め
て
の
新
聞
委
員
こ
れ
か
ら

も
頑
張
り
ま
す
。 

（
た
て
や
ま
）

七夕の笹を
飾りました


